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支
部
会
員
の
皆
様
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迦
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

日
常
の
お
茶
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
久
し
振
り
に
通
常
開
催
に
な
り
ま
し
た
支
部
総
会
で
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の

皆
様
の
お
姿
を
拝
見
し
、
喜
び
と
同
時
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が
漸
く
訪
れ
た
こ
と

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

制
限
の
多
い
日
常
に
世
の
中
の
活
動
が
滞

っ
た
年
月
を
経
験
し
ま
し
た
。
而
妙
斎
宗

匠
は
同
門
誌
に

「春
を
待
つ
冬
の
古
木
の
姿
を
目
に
す
る
た
び
に
、
自
然
の
力
、
命
の

尊
さ
に
感
慨
を
覚
え
る
」
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
の
冬
を
乗
り
越
え
て

こ
そ
生
命
の
輝
く
春
を
愛
し
む
、
今
ま
さ
に
そ
の
時
だ
と
感
じ
ま
す
。
茶
の
湯
に
は
、

如
何
な
る
時
代
に
も
必
要
と
さ
れ
る
真
理
が
あ
り
、
私
達
も
日
々
の
研
鑽
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、　
一
年
ま
た

一
年
と
歳
月
を
重
ね
な
が
ら
受
継
い
で
ゆ
く
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
。

現
在
、
時
代
の
変
化
と
支
部
の
現
状
に
即
し
た
活
動
の
在
り
方
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
能
査
半
島
地
震
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
　
七
比
茎
戸
革
公
彰
フ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
度
は
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

（敬
称
略

・
会
貝
番
号
順
）

多
数
え
七
十
七
歳
で
耗
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

山
崎
寿
子

森
　
茂
子

井
上
悦
子

和
田
智
子

赤
木
郊
子

家
守
善
嗣

白
神
利
克

濃
野
榮
子

石
井
美
鶴

平
松
桂
子

大
蝶
好
子

高
橋
賃
美

下
山
幸
子

出
井
悦
子

松
原
仲
子

抄

数
え
七
十
七
歳
を
す
で
に
迎
え
て
お
ら
れ
る
方
々

藤
田
京
子
　
中
西
　
充
　
井
上
昌
子

以
上

十
八
名
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支

部

表

彰

令
和
五
年
度

長
年
蜜
」
功
翁
に

感
謝
い
た
し
ま
す

支
部
功
労
者

（茶
席
担
当
）

も
り
　
し
た

さ

よ

森
下

左
代

様

岡家

守,
正意

様

岡山市立福田小学校で平成

18年から児童を指導されて

います。

院展ほか黒住教献茶祭など

支部行事の掛け釜に協力し

ていただきました。

学
校
茶
道

≒iく未■iヽ

（学
校
茶
道
）

支
部
功
労
者
表
彰
を
い
た
だ
い
て

井
上

悦
子

こ
の
度
は
、
支
部
功
労
者
に
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

諸
先
生
方
の
温
か
い
お
力
添
え
の
お
陰
と
深
く
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
よ
り
県
立
岡
山
城
東
高
等
学
校
茶
道
部
の
講
師

を
佐
藤
さ
ん
と
二
人
で
お
引
き
受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
学
校

で
は
、
元
気
な
生
徒
達
に
恵
ま
れ
、
相
手
を
思
う
心
を
大
切
に

「
一
服
の
お
茶
」
を
点
て
る
楽
し
み
や
喜
び
を

一
緒
に
学
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
皆
で
協
力
し
、
保
護
者
の
方
々
、
地

域
の
皆
様
そ
し
て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

ヘ
お
も
て
な
し
を
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
生
徒
達
が
忙
し
い
中

で
も
懸

命
に
喜
ん
で
お
稽
古
に
励
ん
で
い
る
姿
を
見
る
の
は
、
私

達
に
と

っ
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

美
味
し
い

「
一
服
の
お
茶
」
を
点
て
、
楽
し
く
部
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。宗

てヽ  `"

佐藤 三千代 様  井上 悦子 様

令和5年9月県立岡山城東高等学校文化祭にて

戯

ヽ■代圭≒

令和 4年度 表千家同門会 岡出県支部 事業報告

0年度前半の茶会は取り止め、自粛判断となりました。後半黒住教献茶祭からは人数を制限し、
感染対策に留意しながらの運営でしたが、多くの皆様にご来席いただきました。

宝基

ザ
ヽ

日  付 行 事 名 (席担当。講師)
10月 22日 (土 ) 支部総会/一般講習会側逍宗匠/吉水先生)

10月 23日 (日 ) 資格者講習会  ( ク
)

11月 19日 (土 )
20日 (日 )

教授者講習会 (岡崎宗匠)

令和5年 1月

4日 (水 )/7日 (土 )
院 展 呈 茶 席 (同 F弓会岡山県支菩卜)

日  付 行 事 名 (席担当)
4月 10日 (日 ) 良 寛 茶 会  l耳又り止め)

4月 24日 (日 ) 栄 西 茶 会  lョ又り止め)

5月 15日 (日 ) 稲荷山茶会  l耳又り止め)

9月 10日 (土 ) 名月観賞会  惨加自粛)
10月  2日 (日 ) 黒住教献茶祭 徐下宗代)
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【支
部
積
立
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
】

令
和
三
年
度
お
よ
び
三
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
同
門
会
行
事
は
取
り
止
め
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
本
部
交
付
金
は
、
支
部
積
立
基
金
と
し
て
支
部
に
て
お
預
か
り
し

会
員
の
皆
様
が
対
象
の
行
事
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
六
年
度
支
部
総
会
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和 4年度 表千家同門会 岡山県支部 収支決算報告
自 令和 4年 4月 1日
至 令和 5年 3月 31日

《監査報告》本部により会計監査の承認を得ましたのでご報告いたします。

令和5年 7月 1日 会計責任者 重井芳子
安藤智子

川又 入 の 部 支 出 の 部

不斗    目 金 額 (円 ) 不斗    目 金 額 (円 )

本 部交付 金 2,528,000

事

業

費

茶  会  費 45,294
講習会交付金 1,320,000 茶道文化研究費 30,000
茶 会 収 入 86.220 支 部 総 会 費 573,103
受 取 不」息 28 資格者講習会費 404,165
雑  J又   入 0 教授者講習会費 807,863
支部積立基金 2,485,603 ィ∫ヽ 計 1,860,425

支

菩ト

事

業

費

会  議  費 84,972
旅 費 交 通 費 233,720
通  信  費 99,385
印  刷  費 0

消 耗 品 費 62,386
地 代 家 賃 912,684
事 務 所 費 207,308
,, ス 料 5,808
茶 道 普 及 費 13,200
宋佐 費 660
/1ヽ 計 1,620,123
支 出 合 計 3,480,548
支部積立基金繰入 2,485,620
差 引 残 高 403,683

合    計 6,369,851 合 計 6,369,851

令和 5年度 表千家同門会 岡山県支部 事業報告
日 付 行 事 名 (席担当・講自雨)

4月  9日 (日 ) 良 寛 茶 会 (関本宗穂)

4月 23日 (日 ) 栄 西 茶 会  倣本宗宏)
5月 14日 (日 ) 稲荷山茶会  l力日古誠之)

6月  4日 (日 ) 教授者講習会 (岡崎宗匠)

9月 29日 (金 ) 名月観賞会  l古賀宗不日)

日  付 行 事 名 (席担当。講自雨)

10月 7日 (土 ) 黒住教献茶祭 (岡辺宗恵)

11月 4日 (土 ) 支部総会/一般講習会破辺宗匠/堀内先生)

11月  5日 (日 ) 資格者講習会 ( )

考手不日6左F
l月  3日 (アJく ) 院展添え釜席 lィ左藤宗初

1月 6日 (土 ) 院展添え釜席 lォ
F毛原宗員)

議今年度は支部行事を予定どおり開催することができました。茶会の掛け釜、講習会実技に
ご協力いただきました皆様方には厚く御礼申し上げます。

か 式
′

一般講習会実技風景 :台飾 資格者講習会実技風景 :茶入飾
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令和 6年度 表千家同問会 岡山県支部 行事日程のご案内
令和 6年 2月現在

0より多くの会員の皆様に参加していただけるように、6年度から支部総会/一般講習会を日曜日の
開催に変更いたします。支部からの案内状にて確認をお願いします。

●黒住教献茶祭の献茶奉仕は当流派の担当になります。5年振りの献茶式ですので皆様のご参列
をお待ちしております。

日  付 行 事 名 会  場 摘  要
4月 14日 (日 ) 良 寛 茶 会 円通寺および良寛荘

4月 28日 (日 ) 栄 西 茶 会 岡 山後 楽 園 献茶 :藪内流

5月 12日 (日 ) 稲荷 山茶会 最上稲荷山妙教寺 献茶 :速水流

7月 13日 (土 ) 資格者講習会 オルガホール 森淳加史宗匠

渡辺泰一郎先生
本部講師

7月 14日 (日 ) 支部総会/一般講習会 ′′

9月 17日 (ノ() 名月観賞会 岡 山後 楽 園 野点

10月  5日 (二L) 黒住教献茶祭 神道山黒住教本部 献茶 :表千家流

10月 27日 (日 ) 教授者講習会 オルガホール 本部講師 :菅田行芳宗匠

令和7年 1月 院展添え釜席 岡山天満屋葦川会館 2席

◆
役

員

改

選

拿

υ

〈罵

五
年
度
～
七
年
度

【支
部
長
】
　

橋
本
久
美
子

【副
支
部
長
】
　

山
本
雄

一　

　

野
崎
泰
彦

【事
務
長
】
　

坂
本
泰
子

套
計
責
任
者
】
重
井
芳
子
　
＊
安
藤
智
子

【幹

　
事
】

丸
山
順
子
　
　
士口
川
典
文
　
　
江
口
純
子

新
堰
典
子
　
　
松
本
文
子
　
　
浅
野
史
子

中
野
　
来
　
　
松
川
広
己
　
　
柚
木
富
美
子

◆
退

任

役

員
　
―
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

【参
　
与
】
武
政
昭
子
　
　
山
本
進

一
郎

【幹
　
事
】
野
上
恭
子
　
　
石
井
公
雄

新
谷
智
加
代
　
生
田
真
由
美

【参

　

与
】

加
古
誠
之

白
神
利
克

井
上
悦
子

【幹
事
補
佐
】

三
宅
　
香

岡
本
尚
子

＊
木
村
容
子

＊
岡
田
桂
子

平
田
晃
代

平
松
富
美
恵

中
藤
聡
子

佐
藤
晴
美

＊
小
林
啓
恵

鴨
井
せ
い
子

宮
永

賃

小
野
博
行

形
山
千
明

＊
市
川
真
由
美

＊
は
新
任

【編集後記】
総会のしおりは令和 2年度か
ら本部の要請で作成しはじめ

今年度で第 5号になります。
今後とも総会議事内容のほか

必要な情報を発信していきた
いと思います。ご意見・要望

がありましたら編集委員まで

お願いします。

《編集委員》
三宅 香・岡本尚子・坂本泰子

【支部からのお知らせ】
事務所は、原則、文曜日・金曜日の年前 10時～ 12時の開所です。
不在の場合は、留雪番電話・FAXでお受けしております。会員番
号・氏名・用件をお知らせください。

電話・ FAX 086-231-1045
支部専用携帯 070-2902-2334(事務長対応)
Eメ ー ザレ okayama_domonkai@omotesenke日

'p※来所の際は事前にこ連絡をお願いいたします。
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